
笑顔あふれるまち都島へ

〒534-0021 大阪市都島区都島本通１－４－２１
電話 （06）6978-4056／FAX （06）6978-4057

荒木はじめ事務所

〒530-0055 大阪市北区野崎町6-7 大阪北野ビル8F
電話 （06）6363-0781／FAX （06）6365-9330
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中山泰秀事務所

大阪市都島区友渕町
昭和29年11月
大阪市立大学　卒業
大阪市職員／市長室等の勤務を経て
第24代都島区長などを務めた

住 所
生年月日
最終学歴
略 歴

■
■
■
■

大阪市会議員 当選
財政総務委員会副委員長／市政改革特別委員～
都市経済委員会委員長
自民党・市民クラブ市会議員団政調会長

平成27年4月
平成27年5月
平成28年5月
平成30年4月

自民党都島区支部支部長代行
都島区支部市政対策委員長

現 在■荒木はじめプロフィール

衆議院当選：５回
外務副大臣
防衛副大臣
内閣府副大臣
衆議院外務委員長　等歴任

中山泰秀プロフィール

人からも企業からも選ばれる大阪へ

〒534-0021 大阪市都島区都島本通１－４－２１
電話 （06）6925-0778／FAX （06）6925-0768

花谷みつよし事務所 中小企業診断士。昭和38年3月生まれ。同志社香里中学校・高校、同志社大学文学部卒業。
会社員を経て衆議院議員公設秘書。平成13年から大阪府議会議員5期連続当選。
その間、大阪府議会副議長、自民党府議団幹事長・政調会長等歴任。
桜宮ビーチ、中野駐車場など、都島区内での実績も豊富。再登板に向け奮闘中。

花谷みつよしプロフィール

https://mitsuyoshi-hanaya.jp

新しい大阪に向かって、大阪自民は一歩踏み出します。
都島区の皆さまへ

　10月15日に開催の自民党大阪府連大会において、令和5年施行の統一地方
選挙第一次公認候補が発表されました。都島区では花谷充愉氏［大阪府議会前
議員］、荒木はじめ氏［大阪市議会前議員］が公認候補者に決定。2人の候補者の
ご紹介を兼ねて、前防衛副大臣の中山泰秀氏［自由民主党政務調査会長 特別補佐／
大阪4区 衆議院前議員］との対談をお届けします。

『大阪のために、都島区のために』スペシャル三者対談

都
島
区
民
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
か
ら
、

つ
く
っ
た「
桜
ノ
宮
ビ
ー
チ
」。

花
谷
み
つ
よ
し

中
山
泰
秀
氏（
以
下
、中
山
）　
政
治
家
と
し
て
の

経
験
で
、今
ま
で
で
一
番
大
き
い
の
は
人
生
で
2
回
、

本
部
長
を
や
っ
た
こ
と
で
す
。一
つ
は
外
務
副
大
臣
の

時
に
外
務
省
在
ヨ
ル
ダ
ン
日
本
国
大
使
館
に
設
置
さ

れ
た
現
地
対
策
本
部（
シ
リ
ア
に
お
け
る
邦
人
拘
束

事
案
）の
本
部
長
、も
う
一
つ
は
防
衛
副
大
臣
と
し
て

新
型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
の
自
衛
隊
大
規
模
接
種
セ

ン
タ
ー（
東
京
・
大
阪
）の
大
規
模
接
種
対
策
本
部

長
。ヨ
ル
ダ
ン
と
ワ
ク
チ
ン
と
、二
つ
と
も
命
に
か
か
わ

る
こ
と
で
し
た
。

花
谷
充
愉
氏（
以
下
、花
谷
）　
自
衛
隊
大
規
模

接
種
セ
ン
タ
ー
を
グ
ラ
ン
キ
ュ
ー
ブ
大
阪
に
設
置
し

た
の
は
良
か
っ
た
で
す
ね
。あ
れ
が
き
っ
か
け
に
な
り
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
や
接
種
率
が
大
阪
で
も
大
幅

に
改
善
し
た
と
思
い
ま
す
。

花
谷　
国
の
事
業
で
す
し
ね
。私
も
万
博
は
誘
致
活

動
も
や
っ
て
い
た
の
で
、誘
致
し
た
か
ら
に
は
成
功
さ

せ
な
あ
か
ん
、い
か
に
成
功
さ
せ
る
か
が
大
事
に
な
っ

て
き
ま
す
ね
。

中
山　
最
初
か
ら
会
場
は
中
之
島
に
持
っ
て
こ
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、万
博
に
つ
い
て
は
、開

催
地
に
大
阪
が
検
討
さ
れ
て
い
る
時
期
に
外
務
委
員

長
だ
っ
た
ん
で
す
。私
は「
70
年
万
博
」の
昭
和
45
年

生
ま
れ
で
大
阪
出
身「
こ
れ
は
ぜ
ひ
と
も
関
西
に
万

博
を
」と
、誘
致
の
た
め
に
万
博
外
交
を
活
発
に
や
り

ま
し
た
。

中
山　
花
谷
さ
ん
は「
桜
ノ
宮
ビ
ー
チ（
大
阪
ふ
れ

あ
い
の
水
辺
）」を
つ
く
ら
れ
た
と
か
?

中
山　
か
な
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
ま
わ
り
ま
し
た
し
、万

博
が
日
本
に
決
ま
る
1
年
位
前
、Ｅ
Ｕ
の
加
盟
国
が

日
本
に
来
た
時
も
全
員
と
握
手
し
て（
コ
ロ
ナ
前
）、お

願
い
を
し
た
り
と
か
。誘
致
活
動
が
盛
ん
な
時
に
大
阪

生
ま
れ
の
政
治
家
と
し
て
動
い
て
い
ま
し
た
。

荒
木
は
じ
め
氏（
以
下
、荒
木
）　
外
務
委
員
長

と
い
う
立
場
の
時
に
、誘
致
に
向
け
て
海
外
と
い
ろ
い

ろ
と
?

荒
木　
決
ま
る
前
の
一
番
、山
場
の
時
で
す
ね
。

誘
致
の
た
め
に
万
博
外
交
を

活
発
に
や
り
ま
し
た
。

中
山
泰
秀

花
谷　
試
合
の
時
は
1
面
、練
習
の
時
は
2
面
で
す
。

あ
と
、見
え
る
形
で
の
実
績
で
い
え
ば
、総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
の
裏
の
大
き
な
駐
車
場
、あ
れ
も
私
が
つ
く
り

ま
し
た
。

花
谷　
は
い
。あ
そ
こ
は
も
と
も
と
雨
水
貯
留
施
設

な
ん
で
す
よ
。無
駄
に
空
き
地
で
、ち
ょ
う
ど
駐
車
違

反
が
山
ほ
ど
あ
っ
た
頃
で
、管
理
者
に「
駐
車
場
に
で

き
な
い
か
」っ
て
言
っ
た
ら
で
き
ま
し
た
。で
、洗
車
場

も
つ
く
り
ま
し
た
。

花
谷　
浸
水
被
害
が
減
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

花
谷　
は
い
。も
と
も
と
私
に
は「
都
島
は
川
に
囲
ま

れ
て
い
る
の
で
、そ
の
川
を
利
用
し
て
区
民
に
喜
ん
で

も
ら
い
た
い
」と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。一
番
、水

の
き
れ
い
な
の
は
閘
門
の
所
な
ん
で
す
が
、あ
そ
こ
に

城
北
川
が
入
っ
て
く
る
と
い
き
な
り
水
が
汚
く
な
る

の
で
、当
時
の
太
田
知
事
に
何
度
も「
何
と
か
し
て
欲

し
い
」と
言
い
ま
し
た
が
ダ
メ
で
。次
の
橋
下
知
事
に
相

談
す
る
と
貯
木
場
跡
に「
ビ
ー
チ
を
つ
く
ろ
う
」「
水

辺
を
憩
い
の
場
に
」と
前
向
き
な
話
に
な
り
ま
し
た
。

「
費
用
が
か
か
り
す
ぎ
る
」と
反
対
す
る
声
も
あ
り
ま

し
た
が
、現
地
へ
議
員
を
連
れ
て
行
く
な
ど
し
て
い
る

う
ち
に
反
対
派
も
賛
成
へ
。ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
も
提
案
し
、今
で
は
大
会
が
定
着
し
て
い
ま
す
。

中
山　
荒
木
さ
ん
は
都
島
に
住
ん
で
、区
長
を
し
て

い
た
経
験
は
大
き
い
の
で
は
?

中
山　
ビ
ー
チ
コ
ー
ト
は
何
面
、と
れ
る
ん
で
す
か
?

荒
木　
中
野
の
?

荒
木　
都
島
に
住
ん
で
40
年
、都
島
区
長
を
経
験
し
て

き
て
、誰
よ
り
も
地
域
の
課
題
と
か
問
題
に
つ
い
て
は
認

識
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。具
体
的
に
は
城
北
公
園
通

り
の
舗
装
補
修
と
か
浸
水
対
策
を
着
実
に
や
っ
て
き
ま

し
た
。10
年
位
前
に
は
都
島
区
内
、至
る
所
で
浸
水
被

害
が
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、こ
の
数
年
は
1
〜
2
か
所
で

あ
り
ま
し
た
が
、ほ
ぼ
な
く
な
り
ま
し
た
。都
島
区
内
の

ハ
ー
ド
部
分
の
道
路
整
備
で
あ
っ
た
り
、浸
水
対
策
は

キ
ッ
チ
リ
や
っ
て
こ
れ
た
か
な
と
思
い
ま
す
ね
。

荒
木　
ま
た
、総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
が
府
の
病
院
機
構

と
統
合
さ
れ
る
よ
う
な
話
が
、議
案
と
し
て
出
て
き
そ

う
に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、議
会
で「
市
民
病
院
と

し
て
守
る
べ
き
じ
ゃ
な
い
か
」と
い
う
議
論
を
し
て
、最

終
的
に
提
案
は
取
り
下
げ
ら
れ
、医
療
セ
ン
タ
ー
は
市

の
病
院
機
構
と
し
て
今
も
運
営
で
き
て
い
ま
す
。地
域

の
皆
さ
ん
の
基
幹
の
病
院
で
す
の
で
、し
っ
か
り
守
っ
て

い
き
た
い
と
い
う
思
い
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

誰
よ
り
も
地
域
の
問
題
は
認
識
し
て

い
ま
す
。し
っ
か
り
守
っ
て
い
き
た
い
。

荒
木
は
じ
め

大阪府議会前議員

花谷みつよし
大阪市議会前議員

荒木はじめ
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現　　　在
自由民主党政務調査会長特別補佐
外交・国防・ゲームチェンジャー領域担当
学校法人 追手門学院 名誉理事・客員教授
米国プリガムヤング大学ハワイ校 客員教授

卒業（94期生）
卒業（31期生）

卒　業

修　了

追 手 門 学 院 小 学 校 
九 段 中 学 校

成城大学法学部法律学科
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早稲田大学大学院修士課程

高 校 時 代フランスに 3 年 間 留 学

昭和45年10月14日生まれ



［ これまで荒木はじめが実現したこと、その一部を紹介します ］

前大阪府議会議員 花谷みつよし Hanaya Mitsuyoshi花谷みつよしの政策［理念と決意］を紹介します

先端防災都市、先端医療都市をつくる
給付型子育て政策で、子育て世代から選ばれる都市へ
徹底した規制緩和で、企業から選ばれる都市へ
大阪は全国平均を下回る、良くない指標がたくさんあります。経済成長、公衆衛生、学力、少子高齢化もそのひとつです。
都島区・大阪府には、政府と連携できる自民党の府議会議員が絶対必要なのです。よろしくお願いします。

理
念
と
決
意

大阪の経済成長を取り戻す
大阪の経済成長は輝きを失っています
スタートアップ企業を集積させ、万博を成功させます
中小零細企業のやる気を支援します
アジア戦略の拠点として機能を充実

01

優しい大阪をつくります

大川の水質向上など、水都大阪を再生します

高齢者も子育て世代もみんな生き生き暮らせる大阪に
健康・医療先進都市を目指し、幼児教育を充実させます

ヒートアイランド対策、循環型社会の構築、環境教育の充実

02

安全な大阪で、命を守ります
万全な感染症対策を国と連携して進めます
地域防災拠点の機能強化、防災教育の充実
テロ災害・サイバーセキュリティー対策
自転車事故など、交通安全対策

03

「政治家を志す者は、町を歩いて本当の弱者を知ら
なければならない」、恩師の教えでした。
これからも、しがらみのない視座でみつめ、常に視野
を広げなから、誠実に行動し、正直者・ルールを守る
人・真面目に働こうとする人が、損をしたり、馬鹿に
されたりしない公正な社会づくりをめざします。

未来への責任を果たす、3つの理念 提案し、行動する、3つの決意

街の声を大切にし、
　　　　誠実に行動します

01

公正な社会をめざします02
思いやりの政治を行います03

荒木はじめ Araki Haj ime
自民党都島区支部・支部長代行
前大阪市会議員・元都島区長笑 顔 あ ふ れ る ま ち 都 島 へ 　

住んでいるから分かる事がある
大切だから守りたいものがある
大好きだからやりたい事がある

自民党・市民クラブ市会議員団政調会長として
東京の自民党本部において、府連所属議員に対して大阪市の重点課題の
● 児童・生徒の急増対策にかかる国庫負担制度の拡充や
　 学校施設の老朽化に対する財政措置
● 下水道施設の改築にかかる補助制度の継続と治水・浸水対策の推進
● 中央卸売市場の施設整備ほか
市政全般にわたり予算の要望をいたしました。
また、当時の岸田文雄自民党政調会長(現総理)が来阪の際には、
大阪市の大都市制度や学校施設に関する予算要望など
喫緊の課題ついて議員団の要望書を手渡しました。

都島区選出の市会議員として
区民の安全安心を最優先に

都島区選出の市会議員として ～大切で大好きな私たちのまち都島のために～  

都 島 に 住 ん で ４ ０ 年

都島区の市立総合医療センターが府立病院機構と統合
を検討される議案が市長から提案されました。これは市
民病院機構の中期目標に大阪府の病院と大阪市の病院

を「統合について検討する」という内容の議案でしたが、広域医療
と地域医療のあり方も検討されないまま、府市の病院が統合に向
け検討されるということは、市立総合医療センターが将来どうな
るかが解りません。市議会の民生保健委員会で質疑し、様々な問
題点を指摘した結果、この議案の「統合について検討する」という
項目は削除されて再提出されました。 

01

「城北公園通り」は通行車両が多く、振動等の環境問題に
ついて淀川・大東地域の皆様から事務所に相談が多数寄
せられていました。担当する建設局や中浜工営所と相談

し、地域の皆様の声に応えられるように協議を進め、平成30年度
中に都島区間（毛馬町1丁目～大東町1丁目）８８５ｍの舗装補修
工事が施工されました。

02

都島区内の浸水対策について公営決算特別委員会で質疑
し、過去に集中豪雨により浸水被害（平成23年から平成25
年）が発生していた区内の各地域の状況を確認し、浸水対

策として総事業費3億9千万円で（平成27年度から）中野町2、3丁目
において、中野町幹線と呼ばれる内径1.65ｍ、延長444ｍの下水道
幹線の整備に着手し、平成29年度に完成したことを確認
しました。これにより、大雨の際の一時貯留が可能と
なりました。また、集中豪雨被害の軽減策として平
成29年度中に都島区内の枡の増設などの“点の対
策”として8地区、管渠のネットワーク化などの“面
の対策”について6地区の整備を完了しました。

03

期中所属していた市政改革特別委員会
では、区役所の様々な課題や地域集
会施設の補助制度のあり方につ

いて質疑し、建替え補助制度や耐震補
強経費などをはじめ補助制度の充実
に努めました。

04

区民の安全安心を最優先に

市民
目線
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